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1. はじめに

現在土木史研究において古代・中世の占める

割合は低い。土木史研究は近世以降が全体の

90%を占めており、 古代・中世は全体の 10%に

過ぎない。(西山ら, 2012） つまり土木史研究に

おいて古代・中世に関する研究は手薄になって

いる現状である。 

他方で「古代農業土木は国家機構そのもの(農

業農村工学会, 2010)」であると指摘からもわか

るように、農業土木の実施は権力主体と切って

も切れない関係性にある。つまり農業土木の実

施には権力主体が存在したのではないかという

ことである。これらの古代の権力主体の存在は

歴史を研究する上でも重要なポイントである。 

 こうした理由から筆者らは古代農業土木の歴

史を研究することは古代の権力主体の存在を確

かめることを内包しており、日本のこれまでの

歴史を知る上でも重要な切り口となると考えた。 

そのため本研究では、六国史文献調査をもと

に平安時代以前の農業土木の実施状況について

明らかにするとともに農業土木史の観点から歴

史分析が可能かどうか検討した。 

2.研究方法

平安時代以前に書かれた六国史全 83 巻の文献

調査を行った。具体的には、日本書紀 40 巻、続

日本紀 30巻、日本後紀 13巻についてである．日

本後紀が 13 巻までの理由は平安時代に移り変わ

る時期にあたる桓武天皇までの巻数を調査した

ためである。 

 漢文の原文と現代語訳本を入手し、農業土木

に関連するキーワードを抽出し、記述件数を調

査した。全てのキーワードを抜き出すためには

68 ページのノートを 3 冊必要とした。 

 抜き出したノートのデータをもとに、農業土

木の表とその他の農業関連事項の記述を含む現

代語訳と原文の対訳表を作成した。その後、表

をデータベース用の CSV 形式に変換し、「六国史

の中の農業土木に関する記述検索システム」と

してインターネット上に公開した。（https://www.ia

i.ga.a.u--tokyo.ac.jp/y_tanaka/search/tanaka.html）これら

は農業土木史の観点から歴史分析が可能かどう

かを検討するために行った。 

3.結果と考察

六国史の中における平安時代以前の農業土木

および農業に関連するキーワードの記述件数を

調査し、結果を表に示した。（Table 1）平安時代

以前の農業土木事業の記述件数は溝 18 件、池 53

件、堤 29 件の合計 100 件であった。表の縦軸は

農業土木および農業に関連するキーワード、横

軸は天皇代、天皇・皇后名、時期・時代を示し

ている。最上段は天皇別のキーワード合計を示

しており、一番右の列は全天皇のキーワード別

合計を示している。 

 結果を踏まえて農業土木史の観点から古墳、

用排水の分離の可能性、天皇家の河内国進出な

どについて考察した。 

（1）古代農業土木事業と古墳

 本研究から古墳時代の中期から後期にかけて

溝工事の実施記述が一つも存在しないことがわ

かった。古墳の周濠（古墳のまわりの堀）をた

め池として利用するためには各圃場に水を引く

ための溝の建設が必要となる。ところが古墳時 
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Table 1 農業土木および農業に関連するキーワードの記述件数 

Number of keywords related to agriculture and Nogyodoboku 

代の中期から後期にかけては溝の建設に関する

記述は一つも存在しなかった。さらにデータベ

ース利用により桓武天皇の御代において現代語

訳で「今後は塚の周囲に隍を築き、濫れ穢れた

りすることのないようにせよ。」といった記述が

見られた。桓武天皇の御代においては塚の周囲

に堀を築くことの目的は「濫れ穢れ」を防止す

ることだったのである。これらのことから古墳

の周濠を灌漑用の目的で造ったとは言い切れず、

別の目的があった可能性を検討する必要がある

と思われる。 

（2）古代農業土木事業と用排分離の可能性

 六国史の中では溝の表記に溝瀆、渠、溝洫、

渠川といった原文の表記が見られた。これらの

「けがす」などの意味を持つ漢字を付加するこ

とで通常の溝一文字で表す施設とは差異がある

ことを示そうとした可能性がある。 

（3）古代農業土木事業と天皇家の河内国進出

 崇神天皇と垂仁天皇の御代において、河内国

で溝と池の建設が 11 件中 4 件存在した。初期大

和政権が大和国を中心としながら河内国といっ

た周辺国へ進出していたことが農業土木事業の

実施の観点からもわかった。 

4.結論

本研究から平安時代以前の農業土木が空白期

であったとは言い切れないが、農業土木史の観

点から歴史分析が可能であることを示した。農

業土木史を研究することは日本の歴史を知る上

で重要であり無視してはならない観点である。 

 他方で今後は古代の歴史文献研究と DX化をよ

り組み合わせることが課題である。本研究がデ

ータベースのインターネット上での公開にこだ

わったのは、この手法が農業土木分野における

人文情報学（デジタル・ヒューマニティーズ）

の先駆け研究になると思ったからである。歴史

研究の DX化により、手詰まりであった領域の解

明や正しい歴史の分析に繋がると考えている． 
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